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昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）、
小
学
５
年
生
の
時
に

初
め
て
見
た
柔
道
の
技
に
魅
了
さ
れ
た
︒

　

以
来
、
半
世
紀
に
わ
た
り
、
柔
道
の
専
門
家
と

し
て
歩
ん
で
き
た
私
の
体
験
、
考
え
て
い
る
こ
と

を
若
い
世
代
に
伝
え
残
す
こ
と
が
、
今
の
私
の
責

務
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
︒

　

私
の
柔
道
は
、
全
て
環
境
に
育
て
ら
れ
、
鍛
え

ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
︒
よ
り
厳
し
い
環
境
に
自

分
の
身
を
置
い
て
、
稽
古
で
本
気
に
な
り
、
自
分

で
考
え
、
自
分
の
形
を
一
所
懸
命
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
、
技
は
使
え
な
い
︒

　

体
重
無
差
別
が
柔
道
の
原
点
で
あ
る
︒
勝
ち
負

け
は
と
も
か
く
、
無
差
別
で
戦
え
得
る
こ
と
、
同

じ
土
俵
で
戦
え
得
る
こ
と
が
、
柔
道
の
魅
力
で
あ

り
、
本
来
の
柔
道
の
姿
で
あ
る
︒
そ
の
こ
と
を
全

て
の
柔
道
修
業
者
が
認
識
し
て
、
小
よ
く
大
を
制

す
柔
道
を
目
指
し
て
ほ
し
い
︒

　

私
は
、
日
本
の
柔
道
が
、
い
つ
ま
で
も
本
来
の

柔
道
の
姿
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
、
そ
れ

を
伝
え
続
け
た
い
と
思
う
︒

『
本
来
の
柔
道
を
伝
え
た
い
』

私
の
指
導
法

無
差
別
が
柔
道
の
原
点

厳
し
い
環
境
で
鍛
え
ろ

稽
古
で
本
気
に
な
れ

本
来
の
柔
道
を
目
指
せ

︻ 
第
十
回 

︼　
柔
道
家　
岡お
か

野の　

功い
さ
お
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私の指導法《岡野　功》―柔道―

り
で
、
今
思
う
と
少
々
無
茶
な
指
導

も
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
、
受
身
を

と
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

　
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）、
中
学

校
に
入
学
し
て
柔
道
部
に
入
り
、
本

格
的
に
柔
道
を
始
め
た
。

　
１
、
２
年
の
時
は
、
公
式
戦
は
、

ほ
と
ん
ど
な
く
、
２
年
の
末
か
３
年

の
初
め
に
茨
城
県
南
の
第
１
回
大
会

が
あ
り
、
３
年
の
時
に
、
第
１
回
茨

城
県
中
学
柔
道
大
会
（
団
体
・
個
人
）

が
行
わ
れ
た
。
出
場
者
に
は
黒
帯
が

５
人
い
て
、
私
は
白
帯
だ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
３
人
と
対
戦
し
て
全
て
勝

っ
た
。
結
果
は
、
団
体
で
優
勝
し
、

個
人
戦
で
も
、
生
涯
の
ラ
イ
バ
ル
と

な
る
関
根
忍
氏
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
中
量
級
優
勝
）
と
も
初
め

て
対
戦
し
て
優
勝
し
た
。

　
私
は
、大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
で
、

更
に
強
く
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
講
道
館
で
稽
古
を
し
た
く
な

っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
、
東
京
は
、

す
ご
く
遠
く
に
感
じ
ら
れ
、
汽
車
賃

　
小
さ
い
頃
か
ら
運
動
が
好
き
で
、

小
学
生
の
時
に
は
、
何
で
も
こ
な
し

た
。
な
か
で
も
、
相
撲
が
一
番
好
き

で
、
休
み
時
間
に
よ
く
皆
で
校
庭
に

土
俵
を
描
い
て
相
撲
を
取
っ
た
。

　
柔
道
を
初
め
て
見
た
の
は
、
小
学

５
年
生
の
時
の
地
元
の
産
業
文
化
祭

だ
っ
た
が
、
小
学
校
の
校
庭
に
、
臨

時
の
試
合
場
が
作
ら
れ
、
龍
ケ
崎
市

と
土
浦
市
が
柔
道
の
対
抗
戦
（
勝
ち

抜
き
戦
）
を
行
っ
た
。

　
当
時
は
、
体
重
無
差
別
が
当
た
り

前
で
、
そ
の
試
合
で
、
小
さ
な
選
手

が
大
き
な
選
手
を
、
袖
釣
込
腰
で
立

て
続
け
に
３
人
投
げ
飛
ば
す
の
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
初
め
て
見
た
柔

道
の
技
は
、
相
撲
よ
り
も
大
き
く
て

派
手
に
感
じ
、
何
よ
り
も
、
小
さ
い

者
が
大
き
い
者
を
投
げ
る
と
い
う
こ

と
に
感
激
し
た
。
こ
の
こ
と
が
私
の

頭
に
焼
き
付
い
て
、
私
の
柔
道
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

　
私
は
、
す
ぐ
に
柔
道
を
や
り
た
く

な
っ
た
が
、近
く
に
町
道
場
は
な
く
、

地
元
で
柔
道
を
や
っ
て
い
る
の
は
、

中
学
と
高
校
の
柔
道
部
だ
け
で
あ
っ

た
。
幸
い
、
近
所
の
天
ぷ
ら
屋
さ
ん

が
、
竜
ヶ
崎
第
一
高
校
（
一
高
）
柔

道
部
の
Ｏ
Ｂ
で
、「
そ
れ
な
ら
教
え

て
あ
げ
る
よ
」と
い
う
こ
と
に
な
り
、

一
高
の
道
場
で
習
う
こ
と
に
な
る
。

　
柔
道
着
を
借
り
て
、
最
初
に
受
身

を
教
わ
り
、
そ
れ
か
ら
、
中
学
に
入

る
ま
で
何
度
か
教
え
て
も
ら
っ
た
。

い
き
な
り
横
捨
身
技
で
投
げ
ら
れ
た

昭
和
19
年（
１
９
４
４
）１
月
20
日
生

67
歳

　
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
出
身

昭
和
41
年
３
月
、
中
央
大
学
卒
業
。

昭
和
41
年
４
月
、天
理
大
学
助
手
補
。

昭
和
43
年
７
月
、日
本
武
道
館
職
員
。

昭
和
45
年
4
月
、
正
気
塾
塾
長
。

昭
和
53
年
、
流
通
経
済
大
学
で
初
め

て
教
鞭
を
執
る
。
同
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
部
教
授
、
体
育
指
導
セ
ン

タ
ー
所
長
等
を
経
て
、

平
成
22
年
４
月
、
同
名
誉
教
授
。

▼
主
な
戦
績

昭
和
38
年
、
東
京
国
際
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
中

量
級
優
勝
、
39
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
中
量
級
優
勝
、40
年
、

第
４
回
世
界
選
手
権
大
会
中
量
級

優
勝
、
42
年
、
全
日
本
選
手
権
大

会
優
勝
、
43
年
、
同
準
優
勝
、
44

年
、
同
優
勝
。

▼
主
な
指
導
歴

全
日
本
強
化
コ
ー
チ
。
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
五
輪
日
本
代
表
コ
ー
チ
。

慶
應
義
塾
大
学
師
範
。
東
京
大
学

師
範
。
流
通
経
済
大
学
監
督
、
柔

道
部
長
を
経
て
、
現
在
師
範
。

▼
主
な
著
作

　
著
書
＝
『
バ
イ
タ
ル
柔
道
』

　「
投
技
編
」（
１
９
７
２
）、「
寝
技

編
」（
１
９
７
５
）

　
ビ
デ
オ
＝
『
バ
イ
タ
ル
柔
道
』

　「
得
意
技
編
」、「
指
導
上
達
編
」、

「
柔
道
に
か
け
る
情
熱
」』（
全
て
、

１
９
９
６
）

  

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

少
年
時
代
―
―

柔
道
と
の
出
合
い

私
の
経
歴

中
学
時
代

▶
中
学
３
年
の
終
わ
り
、
初
段
合
格
の
頃

　
嬉
し
く
て
帯
を
枕
に
し
て
寝
た
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怯ひ
る

ん
で
し
ま
い
、
組
ん
で
す

ぐ
に
投
げ
ら
れ
て
し
ま
っ

て
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
。

　
２
年
次
と
３
年
次
は
、
県

大
会
個
人
戦
で
、
ラ
イ
バ
ル

の
関
根
と
も
常
に
決
勝
で
対

戦
し
た
が
優
勝
し
た
。
３
年

次
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
め

て
個
人
戦
が
行
わ
れ
、
当
時

は
無
差
別
級
で
あ
っ
た
が
、

３
位
に
入
賞
し
た
。
秋
田
の

国
体
で
は
、
私
と
関
根
が
茨

城
県
チ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
ゲ

ッ
タ
ー
と
な
っ
て
優
勝
を
果

た
し
た
。

　
当
時
、
私
は
、
い
ろ
い
ろ

と
技
を
試
し
て
い
た
。
中
学
時
代

は
、
右
の
背
負
投
と
小
内
刈
の
前
後

の
技
、更
に
左
の
袖
釣
込
腰
を
や
り
、

高
校
３
年
の
半
ば
に
は
、
袖
釣
込
腰

か
ら
一
本
背
負
も
取
り
入
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
迷
い
、
得
意
技

に
す
る
自
信
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
部
活
動
の
2
時
間
の
稽
古

だ
け
で
は
足
り
ず
、
夕
飯
の
前
に
、

実
家
近
く
の
竜
ヶ
崎
第
二
高
校
の
約

90
段
あ
る
階
段
で
、
昇
り
降
り
の
走

た
。
講
道
館
へ
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
、
足
か
け
2
週
間
ほ
ど
通
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
面
白
い
こ
と
に
、
私
を
相
手
に
し

な
か
っ
た
そ
の
人
と
は
、
そ
の
後
、

偶
然
に
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

予
選
で
当
た
っ
て
、投
げ
飛
ば
し
た
。

選
手
の
サ
イ
ク
ル
か
ら
し
て
、
こ
れ

ぐ
ら
い
の
年
齢
差
は
対
戦
す
る
可
能

性
が
十
分
あ
り
、
相
手
が
若
い
か
ら

と
い
っ
て
、
軽
く
あ
し
ら
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
、
今

で
は
、
私
に
と
っ
て
も
良
い
教
訓
と

な
っ
た
経
験
で
あ
る
。

　
昭
和
34
年（
１
９
５
９
）、
竜
ヶ
崎

一
高
に
入
学
し
た
。
高
校
で
は
、
１

年
次
か
ら
３
年
次
ま
で
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
と
国
体
の
全
て
に
出
場
し
た
。

　
１
年
次
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ（
福
岡
）

で
は
、
私
が
先
鋒
で
、
兄
は
中
堅
を

務
め
、
一
緒
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
国
体
（
東
京
）
で
は
、
北
海

道
と
対
戦
し
た
際
、
私
は
三
段
の
選

手
と
当
た
り
、
相
手
の
段
位
だ
け
で

も
高
か
っ
た
が
、
親
に
無
理
を
言
っ

て
、
夏
の
暑
い
時
期
に
、
二
つ
上
の

兄
（
高
校
か
ら
柔
道
を
始
め
た
）
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
東
京
に
着
い
て
か
ら
、
秋
葉
原
で

急
行
に
乗
っ
て
し
ま
い
、
水
道
橋
で

停
ま
ら
ず
に
、
ど
こ
に
連
れ
て
行
か

れ
る
の
か
と
肝
を
冷
や
し
た
が
、
何

と
か
講
道
館
に
た
ど
り
着
き
、
受
付

で
入
門
を
済
ま
せ
た
。

　
大
道
場
に
入
る
と
、
強
そ
う
な
人

が
大
勢
い
て
圧
倒
さ
れ
た
が
、
ど
う

せ
相
手
を
し
て
も
ら
う
な
ら
と
、
大

学
生
ら
し
い
人
に
稽
古
を
申
し
込
ん

だ
。
す
る
と
、「
お
前
は
向
こ
う
に

行
っ
て
稽
古
し
ろ
」
と
言
わ
れ
て
、

相
手
に
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

　
当
時
、
講
道
館
の
大
道
場
で
は
、

段
位
や
強
さ
に
よ
っ
て
稽
古
す
る
場

所
が
決
ま
っ
て
い
た
ら
し
く
、
私
は

一
番
下
の
レ
ベ
ル
の
道
場
の
入
口
に

近
い
端
っ
こ
の
方
へ
行
く
よ
う
に
言

わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
折
角
、
講
道

館
ま
で
来
た
の
で
あ
る
か
ら
と
思

い
、そ
の
人
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
、

そ
の
人
の
と
こ
ろ
へ
は
二
度
と
行
か

ず
に
、
違
う
人
に
稽
古
を
お
願
い
し

り
込
み
を
20
本
く
ら
い
、
ほ
と
ん
ど

毎
日
欠
か
さ
ず
に
行
っ
た
。
今
思
え

ば
、
こ
れ
が
私
の
柔
道
を
作
り
上
げ

る
う
え
で
、
大
変
役
に
立
っ
た
。

　
大
学
進
学
の
際
、
中
央
大
か
法
政

大
か
で
迷
っ
た
。
中
央
大
柔
道
部
主

将
の
大
内
賢
一
さ
ん
か
ら
、
同
郷
と

い
う
こ
と
で
誘
わ
れ
、
中
央
大
は
体

高
校
時
代

大
学
時
代

高校３年、秋田県男鹿市の国体で茨城県が優勝、地元での報告会にて
（右が筆者、左は同じ竜ヶ崎一高から選ばれて先鋒を務めた同級生の大竹）
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が
小
さ
く
て
も
技
の
巧
い
人
が
揃そ

ろ

っ

て
い
て
、
私
も
体
が
大
き
い
方
で
は

な
か
っ
た
の
で
中
央
大
向
き
か
と
は

思
っ
て
い
た
が
、決
め
か
ね
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
今
は
結
果
的
に
は
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
高
校
の
最

終
試
験
が
終
わ
っ
た
日
に
、
中
央
大

柔
道
部
の
幹
部
た
ち
が
、
学
校
の
下

で
待
っ
て
い
て
、車
に
乗
せ
ら
れ
て
、

合
宿
所
ま
で
連
れ
て
行
か
れ
、
そ
の

ま
ま
住
み
込
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
、
中
央
大
へ
の
進
学
と
な
っ
た
。

　
大
学
に
入
る
と
、
高
校
生
と
大
学

生
と
の
壁
は
大
き
く
、
高
校
ま
で
の

技
が
全
く
効
か
ず
に
、
い
き
な
り
ス

ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
。
子
供
と
大
人
の

柔
道
で
、
体
力
的
に
も
稽
古
量
も
違

う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
、
大
学
１
年
次
の
11
月

に
、
ス
ラ
ン
プ
状
態
の
ま
ま
で
、
第

14
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
（
全

国
か
ら
80
名
選
出
）に
出
場
す
る
と
、

な
ぜ
か
一
本
背
負
が
初

し
ょ
っ

端ぱ
な

か
ら
決

ま
り
出
し
、一
本
背
負
を
軸
に
し
て
、

準
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。
準
決

勝
で
は
、
明
治
大
の
坂
口
征
二
選
手

と
対
戦
し
、
一
本
背
負
で
投
げ
た
が

場
外
と
な
り
、
結
局
、
判
定
で
敗
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
活
躍
が
認
め
ら

れ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
量
級

の
強
化
選
手
に
選
ば
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
大
会
で
左
右
の
背

負
、
小
内
刈
、
一
本
背
負
、
こ
れ
が

私
の
得
意
技
で
あ
る
と
確
信
し
た
。

　
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
10
月
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
量
級
で
優

勝
し
た
。
し
か
し
、
中
量
級
で
の
優

勝
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
時
の
日
本
柔
道
の
最
大
目
標

は
、
２
年
前
の
第
３
回
世
界
選
手
権

大
会
（
当
時
は
体
重
無
差
別
）
で
、

日
本
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ヘ
ー
シ
ン
ク
に

惨
敗
し
た
た
め
、
そ
の
雪
辱
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
果
た
せ
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、ヘ
ー
シ
ン
ク
に
対
し
て
、

神
永
昭
夫
か
猪
熊
功
の
ど
ち
ら
が
当

た
る
か
と
い
う
の
が
注
目
の
焦
点
で

あ
っ
た
。
中
量
級
、
軽
量
級
は
優
勝

し
て
当
た
り
前
と
見
ら

れ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
選
手
に
し
て

み
れ
ば
、
と
ん
で
も
な

い
話
で
、
中
量
級
の
対

戦
相
手
に
は
、
決
勝
で

戦
っ
た
西
ド
イ
ツ
の
ホ

フ
マ
ン
や
、
第
３
回
世

界
選
手
権
で
３
位
に
入

賞
し
た
在
日
韓
国
籍
の

金
義
泰
な
ど
、
相
当
な

レ
ベ
ル
の
選
手
が
い

て
、
決
し
て
生
や
さ
し

い
と
い
う
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
時
、
私
は
あ
ら
た

め
て
、
柔
道
は
、
無
差
別
級
で
勝
た

な
い
限
り
、
本
当
の
意
味
で
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
と
し
て
の
評
価
は
さ
れ
な

い
と
思
っ
た
。

　
そ
し
て
、
私
の
柔
道
の
出
発
点
で

も
あ
る
小
さ
い
者
が
大
き
い
者
を
投

げ
る
と
い
う
本
来
の
柔
道
の
姿
に
ず

っ
と
心
が
惹
か
れ
て
い
た
。
そ
ん
な

私
に
と
っ
て
、
無
差
別
へ
の
挑
戦
は

長
年
の
夢
で
あ
り
、
ま
だ
自
分
は
や

れ
る
と
い
う
自
信
も
あ
っ
た
の
で
、

翌
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第

４
回
世
界
選
手
権
大
会
を
最
後
に
、

体
重
は
中
量
級
の
ま
ま
で
あ
っ
た

が
、
中
量
級
に
は
以
後
一
切
出
な
い

こ
と
を
決
意
し
、
全
日
本
選
手
権
大

会
で
優
勝
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
な
お
、
第
４
回
の
世
界
選
手
権
か

ら
体
重
別
が
採
用
さ
れ
、
４
階
級
と

な
る
が
、中
量
級
に
出
場
し
た
私
は
、

初
戦
か
ら
決
勝
ま
で
、
全
て
１
分
以

内
に
一
本
を
取
る
切
れ
の
良
い
柔
道

で
優
勝
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

無
差
別
級
へ
の
転
向

1964 年、東京オリンピックの柔道中量級で優勝、表彰式の様子



462012．1　月刊「武道」

ら
、
天
理
大
行
き
を
決
意
し
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
監
督

を
務
め
た
天
理
大
の
松
本
安
市
先
生

に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
承
知

し
て
く
だ
さ
り
、
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
て
い
た
だ
い
た
。
天
理
大
で
は

授
業
と
し
て
学
生
に
指
導
も
し
た

が
、主
に
自
分
の
稽
古
に
専
念
し
た
。

　
そ
し
て
、昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）

の
全
日
本
選
手
権
大
会
で
悲
願
の
優

勝
を
果
た
し
た
。
前
年
の
決
勝
は
、

松
永
満
雄
対
坂
口
征
二
で
、
２
人
と

も
１
ｍ
90
㎝
以
上
の
巨
漢
で
あ
り
、

そ
う
い
う
選
手
た
ち
の
中
で
、
私
が

翌
年
に
優
勝
し
た
の
で
あ
る
。
決
勝

の
相
手
は
佐
藤
宣の

ぶ

践ゆ
き

選
手
で
あ
っ
た

が
、
小
さ
い
者
が
大
き
い
者
に
勝
っ

て
優
勝
し
た
と
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
か

な
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
カ
月
後
、
私

は
、
ソ
連
と
の
親
善
試
合
で
１
分
も

経
た
ず
に
関
節
技
で
負
け
て
し
ま

う
。
実
を
言
え
ば
、
全
日
本
の
大お

お

試じ

合あ
い

が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
、
私
は
、

　
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）、
天
理

大
へ
就
職
し
た
。

　
そ
の
一
番
の
目
的
は
寝
技
の
習
得

で
あ
っ
た
。
基
本
的
な
こ
と
は
や
っ

て
は
い
た
が
、
専
門
的
に
は
や
っ
て

い
な
か
っ
た
。
今
で
も
関
東
で
寝
技

を
指
導
し
て
く
れ
る
先
生
は
少
な
い

と
思
う
が
、
寝
技
の
専
門
家
は
、
旧

武
専
（
大
日
本
武
徳
会
）
な
ど
の
流

れ
で
、
ど
う
し
て
も
関
西
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
東
京
に
い
た
の
で
は
、

馴
染
み
の
道
場
ば
か
り
で
稽
古
し
て

し
ま
い
、
自
分
に
甘
え
や
妥
協
が
生

じ
て
良
く
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　
当
時
の
柔
道
界
は
、
東
西
の
交
流

な
ど
、
あ
ま
り
な
い
時
代
で
、
ラ
イ

バ
ル
意
識
が
強
く
、
関
東
の
人
間
に

対
し
て
関
西
の
人
間
は
必
死
に
な
っ

て
ケ
ン
カ
腰
で
か
か
っ
て
き
て
く
れ

た
の
で
、
馴
れ
合
い
の
稽
古
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。

　
厳
し
い
環
境
に
自
分
の
身
を
置
い

て
、
寝
技
を
身
に
付
け
、
緊
張
感
の

あ
る
稽
古
を
し
た
い
と
い
う
理
由
か

丁
度
、
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
て
い

た
時
期
で
、
稽
古
も
不
十
分
で
あ
っ

た
。
正
直
、
準
備
不
足
で
試
合
に
は

出
た
く
な
か
っ
た
が
、
ソ
連
チ
ー
ム

が
わ
ざ
わ
ざ
来
て
い
る
の
に
日
本
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
出
な
い
の
で
は
申

し
訳
な
い
か
ら
と
言
わ
れ
て
、
断
り

切
れ
ず
に
出
場
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
が
良
く
な
か
っ
た
。
自

分
の
甘
さ
に
気
付
か
ず
に
、
過
信
し

て
い
た
。
自
分
を
責
め
る
以
外
に
は

な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
、
そ
う
い

う
失
敗
を
し
て
、ど
ん
底
に
落
ち
た
。

　
そ
れ
か
ら
9
カ
月
間
、
肘
と
肩
の

関
節
の
故
障
と
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ

ク
で
、
稽
古
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
、「
こ
の
ま
ま
止や

め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
、
も
う
一
度
全
日
本

で
優
勝
し
た
い
」
と
奮
起
し
、
再
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

　
し
か
し
、そ
の
年
（
昭
和
43
）
は
、

や
は
り
、
稽
古
不
足
が
如
実
に
現
れ

て
、
決
勝
に
は
進
出
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
無
敗
の
松
阪
猛
選
手
相
手
に
負

け
て
し
ま
い
、
試
合
内
容
も
悪
く
、

身
に
堪こ

た

え
、
も
う
止
め
よ
う
か
と
も

思
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
折
、
天
理
大
で
ご
恩

の
あ
っ
た
天
理
教
の
真し

ん

柱ば
し
ら

が
亡
く

な
ら
れ
、
松
本
先
生
も
大
学
を
退
職

さ
れ
た
こ
と
が
転
機
と
な
り
、
私
自

身
も
当
初
か
ら
慣
れ
過
ぎ
る
と
緊
張

感
が
な
く
な
る
と
の
考
え
で
３
年
間

と
決
め
て
い
た
の
で
、
３
年
弱
勤
め

た
天
理
大
を
辞
め
、
日
本
武
道
館
武

道
学
園
の
常
勤
講
師
と
な
っ
た
。

　
武
道
館
で
は
柔
道
の
指
導
と
稽
古

の
日
々
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
、
無

差
別
級
で
も
う
一
度
勝
ち
た
い
と
い

う
思
い
が
消
え
ず
、
次
の
全
日
本
で

勝
っ
て
も
負
け
て
も
こ
れ
で
最
後
に

し
よ
う
と
腹
を
く
く
り
、
試
合
前
に

再
び
天
理
大
へ
行
っ
て
稽
古
し
た
。

　
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）、
最
後

の
勝
負
に
挑
み
、
再
び
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
25
歳
だ
っ
た
が
、
現

役
引
退
を
決
意
し
た
。

　
引
退
に
は
若
過
ぎ
る
と
の
声
も
あ

っ
た
が
、ず
っ
と
体
の
小
さ
い
私
が
、

大
き
い
者
を
相
手
に
稽
古
と
試
合
を

し
て
き
て
、
私
の
能
力
か
ら
し
て
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
ギ
リ
ギ
リ

の
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

た
。
こ
れ
が
最
後
と
思
っ
た
か
ら
最

全
日
本
選
手
権
大
会

天
理
大
へ
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後
の
力
が
振
り
絞
れ
た
。
今
で
も
、

そ
の
時
点
で
の
現
役
引
退
は
、
や
む

を
得
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
一
、
二
年
休
ん
で
か

ら
、気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
、

体
重
も
増
や
し
て
、
復
帰
す
る
と
い

う
手
も
あ
る
か
と
、
考
え
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
止
め
て
か

ら
、
正
気
塾
を
設
立
し
た
頃
は
、
心

に
余
裕
が
で
き
て
、
体
重
も
5
キ
ロ

ぐ
ら
い
増
え
て
い
て
、
私
自
身
、
一

番
強
か
っ
た
時
期
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

　
現
役
引
退
後
、
昭
和
44
年
の
秋
、

フ
ラ
ン
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
省
に
招
か
れ

て
、
３
カ
月
間

フ
ラ
ン
ス
に
滞

在
し
た
。
行
く

前
に
、
海
外
で

指
導
経
験
の
あ

る
先
輩
た
ち
に

よ
く
言
わ
れ
た

の
は
、「
絶
対

に
わ
ざ
と
投
げ

ら
れ
て
や
る

な
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

外
国
人
は
、
自

分
で
投
げ
た
の

か
、
投
げ
ら
れ

て
も
ら
っ
た
の

か
分
か
ら
な
い

か
ら
、
投
げ
ら

れ
て
や
っ
た
ら
、「
岡
野
に
勝
っ
た
」

と
吹
聴
さ
れ
る
か
ら
気
を
付
け
ろ
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
お
陰
で
、
柔
道
を
指
導
し
に
行
っ

た
と
い
う
よ
り
も
試
合
に
行
っ
た
と

い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
、

最
初
が
肝
心
と
い
う
こ
と
で
、
全
て

真
剣
勝
負
の
よ
う
な
感
じ
で
必
死
に

強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
し
ば
ら
く
し

て
私
の
実
力
を
皆
が
分
か
り
、
慣
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
投
げ
ら
れ
て
や

っ
た
り
も
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
、
メ
キ
シ
コ
で

第
６
回
世
界
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ

て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ウ
ィ
ル
ム
・

ル
ス
カ
が
活
躍
し
て
い
る
な
ど
の
ニ

ュ
ー
ス
を
耳
に
し
て
、
日
本
チ
ー
ム

の
こ
と
が
非
常
に
気
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
今
後
指
導
者
と
し
て
進
む

べ
き
道
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、
思
い

悩
ん
だ
末
、
日
本
柔
道
の
将
来
の
た

め
に
、
本
当
の
意
味
で
良
き
指
導
者

に
な
ろ
う
と
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

抱
い
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
柔
道
の
専
門
家

と
し
て
の
道
を
歩
み
、
身
近
な
指
導

者
と
し
て
後
輩
の
指
導
に
当
た
り
、

ま
た
、
良
き
指
導
者
を
育
て
た
い
と

思
っ
た
。
し
か
し
、
選
手
と
し
て
、

勝
負
の
経
験
は
積
ん
で
い
た
が
、
指

導
者
と
し
て
は
勉
強
不
足
で
あ
っ
た

か
ら
、
今
の
私
で
も
で
き
る
方
法
は

な
い
も
の
か
と
模
索
し
た
。そ
し
て
、

小
数
精
鋭
で
教
え
子
た
ち
と
起
居
を

共
に
し
な
が
ら
、
私
が
先
頭
を
切
っ

て
、
四
六
時
中
、
一
緒
に
生
活
を
し

て
、
柔
道
に
専
念
す
る
指
導
を
思
い

立
ち
、
私
塾
の
構
想
を
立
て
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
す
る
と
、
早

速
、
私
塾
の
開
設
に
奔
走
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に

正せ
い

気き

塾
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
正
気
塾
と
い
う
名
は
、
松
本
安
市

先
生
に
名
付
け
て
い
た
だ
い
た
。「
正

気
」
と
は
、
元
々
は
中
国
南
宋
時
代

の
文ぶ

ん

天て
ん

祥し
ょ
う

と
い
う
詩
人
が
作
っ
た

「
正
気
歌
」
に
由
来
し
、
日
本
で
は
、

幕
末
の
藤
田
東
湖
や
吉
田
松
陰
、
ま

た
、
明
治
期
の
廣
瀬
武
夫
（
海
軍
中

佐
）
が
同
じ
題
名
の
詩
を
残
し
て
い

る
。
私
が
覚
え
て
い
る
の
は
藤
田
東

湖
の
も
の
で
、「
天
地
正
大
の
気
、

フ
ラ
ン
ス
で
の
志

▶
昭
和
44
年
度
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
決
勝
戦

前
田
行
雄
選
手
（
左
）
を
破
り
、
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
す

正
気
塾
の
設
立
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台
に
上
が
っ
た
が
、無
差
別
の
時
は
、

正
気
塾
の
マ
ー
ク
の
付
い
た
ジ
ャ
ー

ジ
姿
で
、
表
彰
台
に
上
が
っ
た
。
非

常
に
嬉
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
に
『
バ

イ
タ
ル
柔
道
（
投
技
編
）』
を
出
版

し
た
。
当
時
、
柔
道
教
本
の
ほ
と
ん

ど
は
写
真
も
少
な
く
文
章
で
説
明
す

る
内
容
で
あ
っ
た
。
以
前
に
写
真
を

多
く
用
い
た『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
柔
道
』

と
い
う
本
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
今

ま
で
の
教
本
の
内
容
に
近
い
も
の
だ

っ
た
。『
バ
イ
タ
ル
柔
道
』
は
、
連

続
写
真
を
駆
使
し
、
実
戦
柔
道
を
主

眼
と
し
、
現
役
選
手
の
得
意
技
や
試

合
で
の
応
用
変
化
技
な
ど
、
様
々
な

や
り
方
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
教
本
に
仕
上
が
っ
た
。

　
実
は
、
出
版
に
至
る
動
機
は
経
済

的
な
困
窮
が
理
由
で
あ
っ
た
。
あ
の

頃
、
正
気
塾
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
2

年
が
経
過
し
て
い
た
が
、
月
の
半
分

は
塾
生
の
稽
古
を
見
た
後
、
水
道
工

事
の
作
業
員
と
し
て
働
く
な
ど
、
経

粹す
い

然ぜ
ん

と
し
て
神
州
に
鍾

あ
つ
ま

る
。
秀
で
て

は
不
二
の
嶽が

く

と
な
り
、
巍ぎ

巍ぎ

と
し
て

千
秋
に
聳そ

び

ゆ
。
…
…
」
と
続
く
。

　
私
は
、「
正
気
」
と
は
「
誠
」
の

精
神
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
正

気
塾
の
名
に
は
、「
誠
」
の
精
神
を

持
っ
た
人
を
育
て
た
い
と
い
う
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
正
気
塾
で
の
思
い
出
の
一
つ
に
、

ウ
ィ
ル
ム
・
ル
ス
カ
の
来
日
が
あ

る
。
彼
は
１
９
７
２
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
の
半
年

間
、
正
気
塾
で
稽
古
を
し
た
。
塾
生

に
は
重
量
級
の
西
村
昌
樹
な
ど
、
日

本
代
表
（
重
量
級
）
の
選
手
も
い
た

が
、
ル
ス
カ
が
日
本
で
の
稽
古
と
生

活
の
場
所
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い

う
の
で
、「
で
あ
れ
ば
、
我
々
も
君

を
徹
底
的
に
研
究
す
る
が
、
君
に
し

て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け

す
る
」と
い
う
条
件
で
受
け
入
れ
た
。

彼
は
非
常
に
正
気
塾
で
の
生
活
を
気

に
入
り
、
半
年
間
、
３
回
に
分
け
て

来
日
し
、
生
活
を
共
に
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
彼
は
重
量
級

と
無
差
別
級
で
優
勝
し
た
。
重
量
級

の
時
は
母
国
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
表
彰

済
的
に
窮
し
て
い
た
。
正
気
塾
の
運

営
を
続
け
る
た
め
に
、
資
金
獲
得
の

必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　
幸
い
に
も
、『
バ
イ
タ
ル
柔
道
』

『
バ
イ
タ
ル
柔
道
』

正気塾の塾生と共に（前列右から 2 人目が筆者、その隣がウィルム・ルスカ）
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は
好
評
を
博
し
た
が
、
経
済
的
に
は

不
安
定
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
私
塾
と
し
て
の
正

気
塾
は
、
財
政
難
か
ら
３
年
間
と
続

か
な
か
っ
た
が
、
あ
の
頃
は
、
一
年

365
日
、
塾
生
と
共
に
ど
っ
ぷ
り
柔
道

に
漬つ

か
っ
た
厳
し
く
も
楽
し
い
日
々

で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
柔
道
を
専
門
と
し
た
私
塾

と
い
う
正
気
塾
の
ス
タ
イ
ル
は
、
講

道
学
舎
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
な
ど

に
も
繋つ

な

が
り
、誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
日
本
代
表
コ
ー
チ
や
大

学
柔
道
部
の
監
督
や
師
範
を
務
め
な

が
ら
、
後
進
の
指
導
を
続
け
て
い
る

が
、
私
の
基
本
的
な
指
導
ス
タ
イ
ル

は
、
今
も
変
わ
ら
ず
に
、
ず
っ
と
同

じ
で
あ
る
。

　
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）、
ス
イ

ス
で
行
わ
れ
た
第
８
回
世
界
選
手
権

大
会
で
は
、
日
本
は
６
階
級
全
て
を

制
覇
し
、最
強
日
本
と
賞
讃
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、１
９
７
６
年（
昭
和
51
）、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
６
階
級
の
う
ち
４
階
級
は
制
覇

で
き
る
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
結

果
は
、
３
階
級
し
か
制
覇
で
き
ず
、

私
は
、
責
任
を
取
っ
て
、
自
ら
コ
ー

チ
を
辞
任
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
か
ら
30
数
年
前
に
、

私
は
流
通
経
済
大
学
の
教
員
と
な

り
、
部
数
わ
ず
か
５
名
の
柔
道
部
の

指
導
を
始
め
た
。

　
強
豪
校
と
し
て
の
知
名
度
も
歴
史

も
な
く
、
一
流
の
選
手
を
特
待
生
と

し
て
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

三
流
を
二
流
に
、二
流
を
一
流
に
と
、

今
あ
る
実
力
を
ど
れ
だ
け
育
て
上
げ

る
か
が
大
切
で
あ
る
と
の
一
心
で
指

導
に
当
た
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
全

国
で
優
勝
争
い
を
す
る
よ
う
な
選
手

は
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
３

位
く
ら
い
の
実
力
の
者
を
何
人
か
出

す
こ
と
は
で
き
た
。非
常
に
楽
し
く
、

効
果
的
な
指
導
が
で
き
た
と
自
負
し

て
い
る
。

　
柔
道
家
と
し
て
歩
ん
で
き
た
私
の

体
験
、
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
柔
道
を
担に

な

う
若
い
世
代

に
伝
え
残
す
こ
と
が
、
今
の
私
の
責

務
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
私
は
、
経
験
上
、
柔
道
は
最
初
の

３
年
間
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
思

う
。
私
の
場
合
を
例
に
す
れ
ば
、
最

初
の
１
年
間
は
、
右
の
双も

ろ

手て

背
負
投

（
襟え

り

背
負
）、
２
年
目
に
小
内
刈
を
始

め
、
背
負
と
小
内
の
前
後
の
連
続
技

を
覚
え
、
３
年
目
に
入
る
頃
に
、
左

の
袖
釣
込
腰
を
覚
え
た
。
中
学
３
年

間
で
身
に
付
け
た
前
後
左
右
の
技

が
、
私
の
柔
道
生
命
の
中
で
一
番
重

要
な
要

フ
ァ
ク
タ
ー素

と
な
っ
た
。

　
中
学
生
の
頃
は
、
体
も
小
さ
い
方

で
は
な
か
っ
た
が
、
背
負
投
を
や
っ

た
こ
と
が
、
技
の
選
択
と
し
て
は
非

常
に
良
か
っ
た
。
担か

つ

ぎ
技
で
、
懐
に

飛
び
込
み
、
駄
目
な
ら
、
後
ろ
の
小

内
に
変
化
し
、
更
に
左
右
に
繋
げ
る

と
い
う
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
私
が
３
年
間
で
身
に
付

け
た
こ
の
前
後
左
右
の
技
の
連
携

が
、
今
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
で

さ
え
で
き
る
者
が
少
な
い
。
小
内
な

ら
小
内
だ
け
、
背
負
を
一
発
か
け
た

ら
両
膝
を
つ
い
て
、「
待
て
」
を
待

っ
て
再
び
組
手
争
い
と
、
技
を
か
け

て
も
単
発
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
や
は
り
最
初
の
稽
古
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
大
抵
は
、
技
の
連
絡
変
化
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
が
あ
る
程
度
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
教
え
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
頃
ま
で
に
、
そ
の
選
手

の
形

ス
タ
イ
ル

が
固
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
あ

と
で
連
続
技
を
や
ら
せ
よ
う
と
し
て

も
、
な
か
な
か
巧
く
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

一
つ
の
技
と
連
続
技
と
を
同
時
並
行

し
て
稽
古
す
べ
き
で
あ
る
。
と
に
か

く
、
手
数
を
多
く
出
し
て
連
続
技
を

繰
り
出
す
こ
と
を
、
早
い
時
期
に
習

慣
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

私
の
指
導
歴

私
の
指
導
法

最
初
の
３
年
間

前
後
左
右
の
技
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私
の
技
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
誰
か
に

教
わ
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

中
学
の
部
活
の
先
生
は
、
専
門
は
美

術
で
、技
を
教
わ
っ
た
こ
と
は
な
く
、

柔
道
部
の
先
輩
か
ら
も
教
わ
っ
た
記

憶
は
な
い
。
昔
か
ら
、
日
本
の
技
芸

が
師
匠
の
技
を
弟
子
が
見
て
盗
ん
で

伝
承
す
る
よ
う
に
、
私
は
先
輩
た
ち

の
技
を
見
て
盗
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
私
が
１
年
生
の
時
、
キ
ャ
プ
テ
ン

は
右
背
負
投
と
左
の
袖
釣
込
腰
が
得

意
で
、
他
の
先
輩
で
小
内
刈
を
得
意

と
す
る
人
が
い
た
。
私
は
そ
の
先
輩

方
の
技
を
見
て
覚
え
た
。
見
様
見
真

似
で
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
校
の
先

生
も
、
毎
日
道
場
に
顔
は
出
さ
れ
た

が
、
黙も

く

然ぜ
ん

と
正
座
し
て
見
て
い
る
だ

け
で
、
緊
張
感
は
あ
っ
た
が
、
技
に

つ
い
て
何
か
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　
こ
の
歳
で
あ
る
か
ら
正
直
に
述
べ

る
が
、
私
は
今
ま
で
、
自
分
の
柔
道

を
作
る
上
で
、
何
々
先
生
か
ら
教
わ

っ
て
今
の
私
の
技
が
あ
る
と
思
え
る

意
識
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
高
校
以

降
に
技
を
教
わ
っ
た
先
生
や
良
く
し

　
現
在
、
中
学
校
の
部
活
動
で
、
意

図
的
に
、
右
利
き
の
生
徒
に
も
左
利

き
の
柔
道
を
指
導
す
る
と
こ
ろ
が
増

え
て
い
る
と
聞
く
。
左
利
き
の
方
が

有
利
で
あ
る
と
い
う
理
由
な
の
だ
ろ

う
が
、考
え
方
と
し
て
は
面
白
い
が
、

た
だ
左
技
だ
け
の
指
導
で
終
わ
る
こ

と
な
く
、
本
来
の
右
技
を
も
習
得
し

て
、
左
右
両
方
の
技
を
身
に
付
け
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、よ
く
、「
背
負
→
小
内
」、「
小

内
→
背
負
」
の
ど
ち
ら
か
ら
の
指
導

が
良
い
の
か
と
質
問
さ
れ
る
。
ま
ず

背
負
で
強
引
に
で
も
相
手
を
担
ぎ
、

相
手
の
反
応
す
る
力
を
利
用
す
る
な

ら
ば
、
後
ろ
の
小
内
に
も
変
化
で
き

る
の
で
、「
背
負
→
小
内
」
の
順
で

最
初
は
稽
古
す
る
の
が
良
い
。
駄
目

な
ら
背
負
に
も
ど
る
（
背
負
→
小
内

→
背
負
）。
こ
れ
を
繰
り
返
し
練
習

す
れ
ば
、
中
学
1
年
生
か
ら
始
め
た

と
し
て
、
高
校
生
に
な
る
頃
に
は
で

き
て
い
る
と
思
う
。

　
経
歴
の
中
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

て
い
た
だ
い
た
恩
師
は
い
る
が
、
最

終
的
に
私
の
技
は
、
覚
え
た
技
に
自

分
な
り
の
工
夫
を
加
え
て
自
分
の
得

意
技
に
作
り
上
げ
て
い
っ
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
私
が
指
導
す
る
際
に
、
若
い
選
手

に
、
ま
ず
伝
え
る
こ
と
は
、
次
の
五

つ
で
あ
る
。

一
、
自
分
よ
り
体
の
大
き
い
者
と

稽
古
し
な
さ
い
。

二
、
自
分
よ
り
強
い
者
と
稽
古
し

な
さ
い
。

三
、
自
分
の
苦
手
な
者
と
稽
古
し

な
さ
い
。

四
、
い
や
ら
し
い
癖
の
あ
る
者
と

稽
古
し
な
さ
い
。

五
、
最
後
に
、
自
分
よ
り
下
位
の

者
の
技
を
受
け
る
と
き
も
、
研

究
し
な
が
ら
稽
古
し
な
さ
い
。

　
今
の
日
本
の
柔
道
界
は
、
指
導
者

と
選
手
、
選
手
同
士
が
、
互
い
に
慣

れ
過
ぎ
、
言
葉
は
悪
い
が
、
お
友
達

感
覚
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
、
鎬

し
の
ぎ

を
削
り
合
う
よ
う

な
稽
古
に
な
っ
て
い
な
い
。
試
合
で

し
か
本
気
に
な
ら
な
い
。
日
本
柔
道

の
レ
ベ
ル
が
低
下
し
て
い
く
一
番
の

原
因
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
う
。

　
私
の
柔
道
は
、
全
て
環
境
に
育
て

ら
れ
、鍛
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
最
初
は
技
を
見

て
盗
み
、
刺
激
を
求
め
て
講
道
館
に

行
き
、全
日
本
で
優
勝
す
る
た
め
に
、

天
理
大
に
行
っ
て
、
よ
り
厳
し
い
環

境
へ
と
自
分
を
追
い
込
ん
で
鍛
え
て

い
っ
た
。

　
い
つ
も
同
じ
環
境
で
稽
古
を
し
て

い
る
と
慣
れ
過
ぎ
て
マ
ン
ネ
リ
化

し
、
緊
張
感
も
な
く
な
る
。
ま
た
、

今
の
指
導
者
は
教
え
過
ぎ
て
、
選
手

が
受
身
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
傾
向
も

あ
る
。
自
分
の
身
を
厳
し
い
環
境
に

置
い
て
、
自
分
で
考
え
、
自
分
の
形

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
一
本
を

取
る
技
は
使
え
な
い
と
思
う
。

　
そ
う
い
っ
た
経
験
と
考
え
か
ら
、

私
は
、ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
に
も
、

一
人
で
他よ

所そ

の
道
場
へ
行
っ
て
稽
古

す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
一
人
で
大
学

な
り
警
察
で
も
、
と
に
か
く
、
強
い

技
は
自
ら
工
夫
せ
よ

厳
し
い
環
境
を
求
め

稽
古
で
本
気
に
な
れ
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人
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
稽
古
さ
せ
て

も
ら
い
な
さ
い
と
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
緊
張
感
の
あ
る
雰

囲
気
の
中
で
稽
古
が
で
き
、
精
神
的

に
も
追
い
込
ま
れ
、
受
身
で
は
な
い

自
分
で
求
め
、
考
え
、
工
夫
す
る
稽

古
に
な
る
。

　
ま
た
、
昔
と
違
っ
て
試
合
の
数
も

多
く
、
実
際
、
選
手
を
試
合
で
育
て

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
本
来
は
、
レ

ベ
ル
の
高
い
選
手
ほ
ど
、
稽
古
で
自

分
の
得
意
技
を
い
ろ
い
ろ
と
身
に
付

け
、
自
分
の
柔
道
を
一
所
懸
命
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
稽
古
で
本

気
に
な
ら
な
い
か
ら
、
得
意
技
を
身

に
付
け
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な

い
。

　
そ
し
て
、今
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、

果
た
し
て
ど
の
レ
ベ
ル
な
の
か
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ト
ー

タ
ル
的
な
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い

か
ら
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
に
満
足

し
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
進
も

う
と
し
な
い
。

　
本
当
に
勝
ち
た
い
な
ら
ば
、
稽
古

で
本
気
に
な
っ
て
そ
れ
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。ほ
ど
ほ
ど
投
げ
て
、

自
分
が
良
い
気
分
に
な
れ
る
よ
う
な

稽
古
は
、ぜ
ひ
戒
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
立
技
か
ら
相
手
が
倒
れ
れ
ば
、
寝

技
で
攻
め
、
相
手
が
寝
技
を
得
意
と

し
な
け
れ
ば
、
強
引
に
ひ
っ
く
り
返

し
て
で
も
徹
底
的
に
寝
技
で
攻
め
て

い
く
な
ど
、
立
技
も
寝
技
で
の
攻
め

も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
身
に
付

け
な
け
れ
ば
、
理
想
的
な
柔
道
に
は

な
ら
な
い
。
立
技
だ
け
で
、
寝
技
が

で
き
な
け
れ
ば
、
小
さ
い
者
が
全
日

本
な
り
、
世
界
の
檜

ひ
の
き

舞
台
の
無
差
別

で
戦
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

試
合
の
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ

て
、
勝
つ
た
め
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
先
行
さ
せ
て
覚
え
よ

う
と
す
る
者
も
い
る
が
、
本
当
に
身

に
付
け
る
べ
き
技
が
養
わ
れ
な
い
と

思
う
の
で
留
意
し
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
は
、
総
合
力
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の

得
意
技
、
形
を
作
り
、
さ
ら
に
、
発

展
さ
せ
て
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
戦
い

方
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し

1973 年、スイス・ローザンヌで開催の第８回世界柔道選手権大会で日本は６階級全てを制覇した。
筆者（最後列左から 3 人目）はコーチを務めた

総
合
力
を
持
つ
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ら
な
い
。
一
時
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
流は

行や

っ
た
が
、
柔
道
に
は

合
わ
な
い
。
最
初
の
入
り
方
く
ら
い

は
計
算
し
て
仕
か
け
て
も
良
い
が
、

あ
と
は
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
の
が

試
合
で
は
大
切
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ

に
囚
わ
れ
て
、
固
持
し
て
気
持
ち
が

し
ば
ら
れ
て
は
、
臨
機
応
変
の
展
開

が
で
き
づ
ら
く
な
る
。　

最
近
は
、「
持

た
せ
て
く
れ
ず

に
、
組
手
争
い

で
負
け
た
」
と

か
言
う
者
が
い

る
が
、
分
か
り

切
っ
た
こ
と

で
、
２
段
、
３

段
構
え
で
次
の

手
を
考
え
て
い

れ
ば
良
い
。
組

手
は
２
つ
く
ら

い
得
意
の
箇
所

を
作
っ
て
お
け

ば
、
大
体
は
持

て
る
は
ず
で
、

右
の
引
手
が
取

れ
な
け
れ
ば
、

い
。
一
番
苦
し
く
大
変
な
こ
と
で
は

あ
る
が
、
一
番
必
要
で
大
切
な
こ
と

で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
自
分
の
形
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
る
の
も
良
く
な
い
。
特
に
試
合
で

は
、
臨
機
応
変
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な

左
で
も
や
れ
ば
良
い
。

　
な
お
、
指
導
者
も
組
手
争
い
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
よ
く
教
え
て
い
る
が
、

本
末
転
倒
で
あ
る
。
得
意
技
が
あ
る

選
手
は
、
組
手
争
い
を
す
る
と
手
に

力
が
入
っ
て
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、組
手
争
い
を
嫌
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、相
手
に
持
た
す
ま
い
と
し
て
、

防
ご
う
と
す
る
意
識
が
先
行
し
て
し

ま
う
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
取
り
に

い
っ
て
攻
め
、
相
手
を
崩
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
終
始
攻
め

る
こ
と
。
相
手
の
防
御
な
ど
考
え
ず

に
、
先
手
、
先
手
で
攻
め
に
徹
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
組
ん
で
か
ら
技
を
か
け

よ
う
と
思
え
ば
、
相
手
は
防
御
の
態

勢
と
な
る
が
、
組
む
前
か
ら
相
手
の

守
り
に
攻
め
込
ん
で
崩
し
て
い
け
ば

（
先
の
先
）、
相
手
は
そ
れ
に
反
応
す

る
の
が
精
一
杯
と
な
り
、
そ
の
反
応

（
反
撃
）
し
た
力
を
返
す
な
り
、
得

意
技
へ
変
化
さ
せ
て
利
用
す
れ
ば

（
私
の
場
合
は
投
げ
た
い
方
の
反
対

へ
振
っ
て
か
ら
、
相
手
の
反
射
を
利

用
す
る
）、
相
手
は
対
応
で
き
ず
に
、

自
分
は
技
が
か
け
や
す
い
（
後
の

先
）。
そ
う
す
れ
ば
、
組
手
争
い
も

関
係
な
く
な
る
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当
時
、
片
方

700
グ
ラ
ム
の
ウ
ェ
イ
ト
靴
が
選
手
に

配
給
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
使
わ
な
く

な
っ
た
人
か
ら
た
く
さ
ん
貰
っ
て
、

天
理
大
時
代
に
、
朝
か
ら
晩
ま
で
履

い
て
走
り
、
全
て
履
き
潰
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
う
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

し
た
が
、
要
す
る
に
、
道
場
稽
古
だ

け
で
は
な
く
、
生
活
の
中
に
も
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
い
た
。

　
昔
な
が
ら
の
う
さ
ぎ
跳と

び
も
膝ひ

ざ

に

悪
い
と
言
わ
れ
る
が
、
大
き
く
跳
べ

ば
非
常
に
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な

る
。
全
て
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
称
し
て
片
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

　
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
な
ど
も
、
稽
古
嫌

い
の
者
が
よ
く
や
り
た
が
る
が
、
上

半
身
ば
か
り
器
具
を
使
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
す
る
と
、
腕
に
力
が
入
り

積
極
的
に
攻
め
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

臨
機
応
変
に
臨
む

2006 年、フランスでの指導の様子
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捉
え
て
、
道
場
に
も
冷
暖
房
を
入

れ
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
柔
道
着

の
下
に
シ
ャ
ツ
を
着
て
稽
古
し
て
い

る
が
、
私
か
ら
見
れ
ば
恥
ず
か
し
く

て
仕
方
が
な
い
。

過
ぎ
て
し
ま
い
、
柔
道
は
腕
の
力
を

抜
い
て
柔
ら
か
く
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
技
が
出
な
く
な
る
。

器
具
を
使
う
よ
り
も
、
重
い
大
き
な

者
と
組
ん
で
稽
古
を
す
れ
ば
、
技
の

攻
防
も
あ
っ
て
、
全
身
の
力
を
集
中

さ
せ
な
け
れ
ば
投
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
、
ま
さ
に
、
実
戦
的
な
ウ

ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
る
。

　
柔
道
は
腰
を
中
心
と
し
た
体
全
体

の
力
を
使
う
も
の
で
あ
る
。
稽
古
で

鍛
え
る
の
が
一
番
で
あ
る
。

　
自
分
の
得
意
技
を
認
識
し
て
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
軽
め
の
ウ
ェ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
分
に
は
良
い

が
、
闇や

み

雲く
も

な
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
自
分
の
柔
道
に
見
合
わ
な
い

無
駄
な
筋
肉
を
付
け
る
恐
れ
も
あ
る

の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。

　
小
さ
い
者
が
大
き
い
者
を
倒
そ
う

と
思
う
な
ら
ば
、
体
力
だ
け
で
は
勝

て
な
い
。
気
力
は
大
差
な
い
と
し
て

も
、
あ
と
は
、
技
を
磨
い
て
、
鍛
え

る
し
か
な
い
。
技
を
体
得
す
る
ま
で

に
は
、
当
然
時
間
も
か
か
る
が
、
辛

抱
強
く
や
り
抜
い
て
ほ
し
い
。
そ
う

し
て
、
技
が
よ
り
シ
ャ
ー
プ
に
、
よ

り
パ
ワ
フ
ル
に
な
る
に
連
れ
て
、
体

力
も
付
い
て
く
る
。
大
き
い
者
と
の

稽
古
を
積
め
ば
、
更
な
る
体
力
の
向

上
も
望
め
、
気
力
も
技
の
進
歩
に
比

例
し
て
付
い
て
く
る
。
技
を
追
究
し

て
稽
古
に
励
ん
で
ほ
し
い
。

　
柔
道
は
武
道
で
あ
る
。
昨
今
、
体

育
系
の
学
校
で
柔
道
を
ス
ポ
ー
ツ
と

技
の
追
究

私
か
ら
伝
え
た
い
こ
と

武
道
と
し
て
の
柔
道

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
指
導
し
て
い

る
と
、
日
の
丸
を
付
け
た
日
本
人
選

手
が
、
柔
道
着
の
下
に
シ
ャ
ツ
を
着

て
現
れ
た
。
テ
レ
ビ
の
メ
デ
ィ
ア
に

映
る
日
本
の
選
手
が
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ

ツ
を
着
て
い
る
の
も
よ
く
目
に
す

る
。
い
つ
頃
か
ら
流
行
り
出
し
た
も

の
だ
ろ
う
か
、
間
違
っ
た
マ
ナ
ー
を

日
本
人
自
ら
が
発
信
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
す
ぐ
に
水
分
補
給
が
で
き

る
よ
う
に
と
道
場
内
に
飲
み
物
を
持

ち
込
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い

が
、
私
が
指
導
す
る
際
は
、
徹
底
し

て
道
場
内
に
飲
み
物
を
持
ち
込
む
こ

と
は
許
さ
な
い
（
休
憩
中
に
外
で
飲

め
ば
良
い
）。
道
場
に
は
道
場
の
伝

統
的
な
マ
ナ
ー
が
あ
る
。

　
武
道
と
し
て
の
柔
道
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
だ
け
世
界
に
柔
道
が
普
及
し

て
い
る
が
、
柔
道
の
指
導
法
は
、
昔

か
ら
何
も
変
わ
ら
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
指
導
者
任
せ
で
あ
る
。
日
本
は
と

も
か
く
、
世
界
で
も
、
単
純
明
快
に

具
体
的
に
分
か
る
よ
う
な
指
導
の
簡

略
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
く
基
本
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
る

が
、
背
負
投
一
つ
に
し
て
も
、
指
導

者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
そ
の
中

で
共
通
す
る
も
の
が
基
本
で
あ
る
と

思
う
が
、
そ
れ
を
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ

し
て
、
共
通
化
す
る
作
業
が
必
要
で

あ
る
。

　
今
は
ま
だ
、
効
果
的
な
指
導
法
を

認
識
す
る
こ
と
な
く
、
難
し
い
指
導

を
し
て
い
る
指
導
者
が
多
い
と
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
体
重
無
差
別
が
柔
道
の
原
点
で
あ

る
。
勝
ち
負
け
は
と
も
か
く
、
無
差

別
で
戦
え
得
る
こ
と
、
同
じ
土
俵
で

戦
え
得
る
こ
と
が
、
柔
道
の
魅
力
で

あ
り
、
本
来
の
柔
道
で
あ
る
。

　
小
よ
く
大
を
制
す
柔
道
を
理
解
す

る
た
め
に
も
、
無
差
別
で
戦
う
こ
と

が
本
来
の
柔
道
の
姿
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
、
世
界
に
普
及
し
て
い
く
こ

と
が
理
想
で
あ
る
が
、現
実
的
に
は
、

こ
れ
だ
け
普
及
す
れ
ば
、
体
重
別
を

指
導
の
簡
略
化

柔
道
の
原
点
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る
し
、
抑
込
も
き
ち
ん
と
ツ
ボ
に
入

ら
な
け
れ
ば
抑
え
切
れ
な
い
は
ず

が
、
力
だ
け
で
抑
え
込
ん
で
し
ま
え

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
、
自
分
の

技
に
磨
き
を
か
け
る
努
力
を
怠
っ
て

し
ま
う
。
無
差
別
で
あ
れ
ば
、
理
に

適
っ
た
技
で
、
連
続
技
や
返
し
技
・

変
化
技
を
習
得
し
な
け
れ
ば
通
用
し

な
い
。
組
手
争
い
な
ど
、
大
き
い
者

取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
も
思
え
る
か

ら
、
せ
め
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当

時
の
４
階
級
に
戻
せ
ば
、
本
来
の
柔

道
に
近
づ
き
、
も
う
少
し
ま
と
も
な

柔
道
に
な
る
と
思
う
。

　
今
の
よ
う
に
小
刻
み
な
階
級
制
度

で
は
、
体
格
差
が
な
い
分
、
理
に
適

わ
な
い
技
で
あ
っ
て
も
、
勢
い
だ
け

で
相
手
を
投
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

と
１
分
も
争
え
ば
、
リ
ー
チ
の
差
が

あ
る
か
ら
疲
れ
て
し
ま
い
、
疲
れ
た

と
こ
ろ
を
強
引
に
投
げ
ら
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
体

重
無
差
別
で
行
う
と
い
う
こ
と
は
、

柔
道
の
在
り
方
の
一
つ
の
物
差
し
に

も
な
る
し
、
正
し
い
理
論
の
技
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
物
差
し
に
も
な

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
柔
道
の
原

点
は
無
差
別
で
あ
る
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
ほ
し
い
。

　
現
在
、
柔
道
は
世
界
に
普
及
し
、

様
々
な
制
度
の
導
入
や
試
合
規
定
を

大
幅
に
変
更
し
、
ま
た
、
柔
道
着
が

小
さ
く
な
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
と

変
質
し
て
き
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
文
化
で
も
、
世
界
に

広
が
り
、
時
間
が
経
て
ば
変
わ
る
も

の
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
変
え
て
は

な
ら
な
い
本
質
が
あ
る
と
思
う
。
例

え
ば
、
手
首
が
巧
く
使
え
て
、
得
意

技
も
身
に
付
き
や
す
く
、
小
さ
い
者

と
大
き
い
者
が
戦
え
る
柔
道
の
魅
力

に
繋
げ
る
た
め
に
も
、
柔
道
着
は
た

っ
ぷ
り
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
柔
道
が
変
質
し
て
く
る
と
、
い

単
な
る
格
闘
技
に
近
づ
い
て
い
っ
て

し
ま
い
、
柔
道
の
本
来
の
姿
が
見
え

な
く
な
る
恐
れ
が
大
き
い
。
ほ
と
ん

ど
の
格
闘
技
は
、
身
に
着
け
て
い
る

も
の
で
、
力
の
使
い
方
や
技
も
微
妙

に
違
う
が
、
柔
道
着
の
変
容
に
よ
っ

て
技
の
質
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
柔
道

は
何
が
一
番
大
切
で
あ
る
の
か
、
柔

道
が
柔
道
ら
し
く
あ
る
た
め
に
は
何

が
大
切
な
の
か
を
、
指
導
者
は
、
そ

の
本
質
を
は
っ
き
り
と
認
識
す
べ
き

で
あ
る
。
国
際
柔
道
連
盟
に
理
事
が

い
る
と
か
い
な
い
と
か
発
言
権
が
あ

ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
に
関
係
な
く
、

日
本
は
柔
道
の
母
国
の
責
任
に
お
い

て
、
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

い
。

　
私
は
、
日
本
の
柔
道
が
、
い
つ
ま

で
も
本
来
の
柔
道
の
姿
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
切
に
願
い
、
そ
れ
を
伝
え
続

け
た
い
と
思
う
。

柔
道
の
本
来
の
姿
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